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働
く
人
の
健
康
作
り
に
向
け
て
、
東

京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
の
古
井
特
任
助
教
授
を
招
き
“
時

代
は
今
『
健
康
経
営
』
”
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
社

員
の
健
康
維
持
・
増
進
と
、
会
社
の

生
産
性
向
上
の
為
に
は
、
社
員
の
健

康
づ
く
り
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
働
く
人

の
健
康
づ
く
り
と
そ
れ
を
支
え
る
産

業
の
創
出
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

加
え
て
、
本
所
の
中
小
企
業
相
談

所
で
実
施
し
て
い
る
小
規
模
事
業
者

等
の
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成

27
年
５
月
に
産
業
競
争
力
強
化
法
に

基
づ
く
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を

蒲
郡
市
が
、
平
成
27
年
11
月
に
は
小

規
模
支
援
法
に
基
づ
く
「
経
営
発
達

支
援
計
画
」
を
本
所
が
国
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
で
は
、

蒲
郡
市
、
地
域
の
創
業
支
援
機
関
と

し
て
本
所
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
豊

橋
支
店
、
蒲
郡
信
用
金
庫
、
三
河
信

用
組
合
と
と
も
に
「
が
ま
ご
お
り
創

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、

創
業
塾
、
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
及
び

創
業
倶
楽
部
な
ど
、
創
業
の
段
階
に

応
じ
て
蒲
郡
市
と
創
業
支
援
機
関
が

連
携
し
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
支
援
対
象
者
で
あ
る

創
業
予
定
者
の
参
加
も
徐
々
に
増
加

し
て
来
て
お
り
、
本
年
も
引
き
続
き

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き

創
業
支
援
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
で
は
、

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
経
営
改
善

普
及
事
業
に
加
え
小
規
模
事
業
者
の

需
要
開
拓
に
向
け
た
計
画
的
な
経
営

（
事
業
計
画
策
定
・
実
施
）
を
本
所

経
営
指
導
員
が
伴
走
型
で
支
援
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
所
中
小

企
業
相
談
所
で
は
、
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

に
、
本
年
よ
り
専
門
家
や
地
域
支
援

機
関
と
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

経
営
指
導
員
の
伴
走
型
支
援
力
の
向

上
な
ど
、
支
援
体
制
・
機
能
強
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

要
望
活
動
に
お
い
て
は
、
地
元
産

業
界
か
ら
強
い
要
望
で
あ
る
、
国
道

23
号
線
蒲
郡
バ
イ
パ
ス
東
部
区
間
、

国
道
２
４
７
号
中
央
バ
イ
パ
ス
、
国

道
４
７
３
号
の
整
備
促
進
、
三
河
港

マ
イ
ナ
ス
11
ｍ
岸
壁
建
設
促
進
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
、
県
、
市
等
へ
の
積
極
的
な

活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま

す
。
特
に
、
蒲
郡
港
の
利
用
促
進
に

向
け
て
、
今
年
２
月
に
開
通
予
定
で

あ
る
新
東
名
高
速
道
路
の
岡
崎
東
Ｉ

Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
て
、

国
道
４
７
３
号
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
要
望
活
動
を
強
化
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

本
年
も
会
員
よ
り
頼
り
に
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
を
目
指
す

と
共
に
、
蒲
郡
の
産
業
界
が
元
気
に

な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
商
工
会
議
所
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別

な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
蒲
郡
商
工
会
議
所
が
創

立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
き
な
節

（
ふ
し
）
を
創
り
、
竹
の
よ
う
に
さ

ら
に
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
へ
成
長
し
て

い
く
年
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

４
月
に
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
視
察
旅

行
、
６
月
に
は
記
念
式
典
、
７
月
に

は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
内
山
田
会
長
を

お
招
き
し
て
記
念
講
演
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
10
年
の
蒲
郡
の
姿
を

見
据
え
て
【
ビ
ジ
ョ
ン
】
を
掲
げ
、

商
工
会
議
所
の
行
動
指
針
と
し
て
取

り
組
む
使
命
【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
】
を
明

確
に
し
、
【
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】

を
練
り
、
会
員
企
業
は
も
と
よ
り
、

蒲
郡
市
の
産
業
経
済
の
振
興
に
資
す

る
役
割
と
存
在
意
義
を
改
め
て
明
確

に
し
、
中
小
企
業
の
活
力
強
化
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
積
極
的

な
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
地
方
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
「
蒲
郡
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
商
品
券
」
の

発
行
や
「
第
５
回
全
国
ご
当
地
う
ど

ん
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
in
蒲
郡
」
の

開
催
、
ラ
グ
ー
ナ
周
辺
の
認
定
コ
ー

ス
を
活
用
し
た
「
第
８
回
２
０
１
５

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
全
国

大
会
in
愛
知
が
ま
ご
お
り
」
の
開
催

や
開
催
期
間
を
延
長
し
た
「
み
か
わ

de
オ
ン
パ
ク
」
等
を
通
し
て
、
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
と
市
内
の
産
業
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
特

に
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

た
、
「
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
は
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
べ

く
、
開
催
場
所
を
み
な
と
オ
ア
シ
ス

が
ま
ご
お
り
に
移
し
て
２
日
間
開
催

し
、
４
万
１
千
人
と
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
年
開
催
予
定
の
「
第
６
回
全

国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
も
蒲

郡
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
よ

り
一
層
の
趣
向
を
加
え
引
き
続
き
地

域
の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
と
し
て

新年のごあいさつ

蒲郡商工会議所 会頭

小 池 高 弘
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、
並
び
に
商
工
会
議

所
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
蒲
郡
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
方
並
び
に

貴
会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る
各
方
面

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
引

き
続
き
蒲
郡
市
長
2
期
目
の
市
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
私
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
夢
と
希

望
に
満
ち
た
、
明
る
く
輝
く
元
気
な

蒲
郡
を
目
指
し
、
そ
し
て
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

「
堅
実
な
行
財
政
運
営
」、「
産
業
の

振
興
・
働
く
場
の
確
保
」、「
安
全
で

住
み
や
す
い
、魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」

の
3
つ
の
施
策
を
、
一
歩
ず
つ
誠
意

を
も
っ
て
、
全
力
で
進
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
で
は
、
3
本
の

施
策
の
中
で
も
特
に「
堅
実
な
行
財

政
運
営
」に
重
点
を
置
き
、
日
本
の

将
来
人
口
が
減
少
し
て
い
く
少
子
高

齢
化
の
中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
、

本
市
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
を

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
公
共
施

設
の
見
直
し
、
公
共
事
業
の
推
進
を

図
り
な
が
ら
の
市
債
削
減
と
、
待
っ

た
な
し
の
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
着

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
、
蒲
郡
港
開
港
50
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
年
に
、「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
が
ま
ご
お
り
」に
お

い
て
、
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト「
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
」を
開
催

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、「
海
フ
ェ
ス
タ
」が
東
三

河
8
市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
海

そ
し
て
港
の
魅
力
や
重
要
性
を
次
の

世
代
へ
繋
げ
、
蒲
郡
の
多
彩
で
豊
か

な
地
域
資
源
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
政
府
の
進
め
る「
地
方
創

生
事
業
」を
積
極
的
に
活
用
し
、
他

市
に
な
い
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

新
産
業
の
創
出
と
い
た
し
ま
し
て
、

蒲
郡
市
ヘ
ル
ス
ケ
ア
計
画
に
基
づ
き
、

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
未
利
用
地（
ヘ
ル
ス

ケ
ア
領
域
）開
発
に
係
る
基
本
計
画

を
策
定
し
、「
健
康
・
長
寿
の
町
づ

く
り
」、「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
集
積
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
夢
と
希
望
に
満
ち
た
、
明
る
く

輝
く
元
気
な
町
・
蒲
郡
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で「
蒲
郡
市
健
康
大
学
糖
尿
病
予
防

学
部
」の
開
校
や
、
愛
知
県
と
共
同

実
施
の「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」、

が
ん
検
診
を
５
０
０
円
で
受
診
で
き

る「
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
」の
導

入
、
さ
ら
に
宿
泊
型
新
保
健
指
導

「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
ス
テ
イ
in

蒲
郡
」な
ど
、
様
々
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
積

極
的
に
市
民
の
健
康
推
進
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
の
面
に
つ
い
て
は
、

地
域
産
業
の
発
展
と
都
市
機
能
の
充

実
が
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
等

に
お
い
て
最
重
要
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
着
々
と
整
備
が
進

ん
で
お
り
ま
す
、
国
道
23
号
蒲
郡
バ

イ
パ
ス
東
部
区
間
及
び
国
道
２
４
７

号
中
央
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
を
目

指
し
、
国
・
県
に
積
極
的
に
要
望
す

る
と
と
も
に
、
用
地
取
得
、
道
路
整

備
な
ど
出
来
る
限
り
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
三
河
港
蒲
郡
地
区
の
マ
イ

ナ
ス
11
ｍ
岸
壁
が
、
昨
年
3
月
に
一

部
完
成
・
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
岸
壁
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、

岸
壁
及
び
ふ
頭
用
地
の
整
備
促
進
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
国
・
県

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
高
校
生
や
高
齢
者

な
ど
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
路
線
で
あ
る
。」

と
の
認
識
の
下
、
地
域
を
あ
げ
て
の

利
用
促
進
、
沿
線
の
活
性
化
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に
は
、
平
成

32
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
運
行
継
続

が
蒲
郡
市
・
西
尾
市
と
名
鉄
の
間
で

基
本
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
も
、

引
き
続
き
の
存
続
に
向
け
て
、
活
性

化
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た
利
用
促
進

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推

進
し
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
地
域
住
民

の
足
で
あ
る
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の

一
層
の
利
用
促
進
、
沿
線
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達

に
は
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
町
づ

く
り
、
若
者
に
は
住
み
た
く
な
る
町

づ
く
り
、
そ
し
て
高
齢
者
に
は
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市長年頭あいさつ

蒲郡市長

稲 葉 正 吉
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理
を
は
じ
め
和
総
菜
を
中
心
に
手

掛
け
て
お
り
、
千
賀
屋
商
品
は
皆

様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。素
材
の
味
を
引
き
出
し
、

季
節
感
を
大
切
に
し
、
手
間
暇
惜

し
ま
ず
、
常
に
消
費
者
の
目
線
に

立
っ
た
皆
様
に
喜
ば
れ
る
商
品
づ

く
り
に
、
会
社
一
丸
と
な
り
頑
張

り
ま
す
。

  ②
安
全
第
一

④
散
歩

⑤
つ
り

⑦
電
気
設
備
は
、ぜ
ひ
杉
江
電
設
へ
。

 

①�

社
員
教
育
と
世
代
交
代
を
す
る
。

ジ
ャ
ガ
ー
ド
生
地
の
開
発
を
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
す
る
。

②
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

④
ラ
ジ
オ
体
操
と
ゴ
ル
フ

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
。
ゴ
ル
フ

⑥�

政
治
経
済
で
中
国
、
韓
国
、
そ
の

他
の
国
の
考
え
方
、行
動
を
見
る
。

⑦�

カ
ー
テ
ン
の
多
く
が
輸
入
品
で

す
。
日
本
製
に
こ
だ
わ
り
安
心
安

全
健
康
を
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

 

①�

工
場
に
お
け
る「
も
の
づ
く
り
力
」

の
向
上
。
個
人
的
に
は
体
力
年
齢

と
脳
年
齢
の
低
下
。

②�

「
日
々
新
、
又
日
新
」（
中
国
の

大
学
の
一
章
区
）
よ
り

③�

「
現
場
論
」（
東
洋
経
済
発
行
社
）

遠
藤 

功

④�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
（
人
間

は
食
べ
た
物
か
ら
出
来
て
い
る
）

⑤�

ゴ
ル
フ
、
絵
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦

⑥
品
質
問
題
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

⑦�

Ｚ
Ａ
Ｍ
（
亜
鉛
―
マ
グ
ネ
シ
ュ
ー

ム
―
ア
ル
ミ
合
金
め
っ
き
）
を
素

材
と
す
る
高
耐
食
の
め
っ
き
鋼
管

や
、
疲
労
強
度
や
加
工
性
に
優
れ

た
自
動
車
用
鋼
管
な
ど
、
高
機
能

な
電
縫
鋼
管
を
広
く
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
ご
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

客
様
の
製
品
性
能
の
向
上
や
コ
ス

　

今
年
の
干
支
は
申
年
。
干
支
に
因

ん
だ
恒
例
企
画
と
し
て
、
申
年
生
ま

れ
の
議
員
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
設
問
項
目
〉

①
あ
な
た
の
新
年
の
抱
負
は

②
貴
社
の
社
是
、
社
訓
、
あ
る
い
は

　

あ
な
た
の
座
右
の
銘
は

③
最
近
読
ま
れ
て
感
銘
を
受
け
た
書

　

物
、
あ
る
い
は
愛
読
書
は

④
あ
な
た
の
健
康
法
は

⑤
あ
な
た
の
趣
味
は

⑥
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
ご
覧
に
な
り

　

一
番
の
関
心
ご
と
は

⑦
貴
社
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

①
元
気
で
、
有
意
義
に
、
楽
し
く

②
お
客
様
本
位

③
「
い
ま
生
き
る
階
級
論
」佐
藤 

優

④
ゴ
ル
フ

⑤
ゴ
ル
フ
旅
行

⑥
成
長
至
上
主
義
の
見
直
し

①�

今
年
72
歳
に
な
り
ま
す
。
抱
負
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
気
で
働

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

②�

《
創
業
の
精
神
》
地
元
に
根
を
張

っ
た
堅
実
な
仕
事
で
、
お
客
様
か

ら
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
会

社
を
創
る
。
安
心
安
全
に
こ
だ
わ

り
、
ご
ま
か
し
の
な
い
正
直
な
商

品
を
提
供
す
る
。
従
業
員
皆
が
自

分
の
可
能
性
に
挑
戦
で
き
る
や
り

が
い
の
あ
る
会
社
を
創
る
、
そ
し

て
従
業
員
に
永
く
働
い
て
い
た
だ

き
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

《
経
営
理
念
》
美
味
し
く
、
安
心

安
全
な
食
品
を
企
画
・
提
供
し
、

お
客
様
の
健
康
と
豊
か
な
食
文
化

に
貢
献
。

③�

最
近
は
雑
誌
程
度
し
か
読
ん
で
い

ま
せ
ん
。
月
刊
誌
・
日
経
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
・
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・

料
理
専
門
書
等

④
よ
く
寝
る
事

⑤
絵
画
鑑
賞（
日
本
画
）、庭
園
い
じ
り

⑥
内
外
政
治
、
経
済
動
向

⑦�

食
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
美
味
し

い
商
品
を
製
造
、
提
供
す
る
事
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
創
業

以
来
、
守
り
通
し
て
き
た
日
本
料

理
の
伝
統
を
重
ん
じ
、
お
せ
ち
料

新春アンケート新春アンケート新春アンケート
申年の議員に聞きました申年

千
賀 

信
明 

氏（
㈱
千
賀
屋 

取
締

役
会
長
）昭
和
19
年
生

石
田
康
太
郎 

氏（
石
田
製
綱
㈱

取
締
役
会
長)

昭
和
19
年
生

杉
江 

春
治 

氏（
杉
江
電
設
㈱ 

代

表
取
締
役
社
長
）昭
和
19
年
生

井
上 

正
二 

氏（
日
新
鋼
管
㈱
蒲

郡
工
場 

工
場
長
）昭
和
31
年
生

牧
野 

孝
彦 

氏（
三
河
織
物
工
業

㈿ 

理
事
長
）昭
和
19
年
生
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ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

　

え
て
お
り
ま
す
。

 

①
積
極
的
に
前
へ

②FO
R　

A
LL　

O
U

R　

T
O

M
O

RRO
W

S

③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
チ
ェ
ン
ジ（DA

IGO

）

④
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
オ
リ
ー
ブ

　

オ
イ
ル

⑤
池
井
戸
潤
原
作
の
ド
ラ
マ
を
見
る

⑥
Ｍ
Ｒ
Ｊ

⑦
数
値
の
正
確
性
を
大
切
に
し
た
い

　

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

①
人
と
し
て
成
長
し
続
け
た
い

②�

地
域
に
密
着
し
「
安
心
と
信
頼
」

の
放
送
と
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る

③
歴
史
書
全
般
（
小
説
、
ノ
ン
フ
ィ

　

ク
シ
ョ
ン
問
わ
ず
）

④
週
末
の
ジ
ム
通
い

⑤
ヨ
ッ
ト

⑥
少
子
高
齢
化
問
題

⑦�

地
域
に
密
着
し
た
番
組
を
お
届
け

す
る
と
共
に
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
の
お
困
り
事
を

解
決
す
る
企
業
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
お
役
に
立
ち
続
け
た

い
思
い
ま
す
。

 
①
果
敢
に
挑
戦

②
自
立
・
平
等
・
信
頼

③
下
町
ロ
ケ
ッ
ト

④
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

⑤
読
書

⑥
経
済
動
向

⑦
お
客
様
か
ら
の
期
待
を
超
え
る
企

　

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
岩 

敏
郎 
氏（
大
岩
公
認
会
計

士
事
務
所 

所
長
）昭
和
31
年
生

宮
本 
寿
孝 

氏（
新
日
工
業
㈱
代

表
取
締
役
）昭
和
31
年
生

小
野 

哲
彦 

氏（
三
河
湾
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）昭
和
31
年
生

理事長 竹 田 知 史
蒲 郡 市 神 明 町 4 番 25 号

新年明けまして おめでとうございます。

2月号の本誌『The Chamber News』は、
2月15日発売予定となっております。

蒲郡商工会議所 職員一同
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【名刺交換】
－順序不同－

蒲
郡
市
浜
町
二
十
四
番
地
三 

ア
イ
シ
ン・エ
ィ
・ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社

　
　
　
　

蒲
郡
工
場

取
締
役
社
長 

川
本 　

睦

板
倉
実
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

板
倉
四
郎

蒲
郡
市
松
原
町
五
番
二
十
号

蒲
郡
市
中
央
本
町
四
番
二
九
号

大
岩
公
認
会
計
士
事
務
所

六
八

￤

三
五
八
七

蒲
郡
市
浜
町
九
四
番
地
八

蒲
郡
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

伊
藤
公
一

蒲

郡

信

用

金

庫

理　

事　

長　

竹
田
知
史

　

蒲
郡
市
神
明
町
四
番
二
十
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
九

￤

五
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
八

￤

四
七
三
一

愛
知
海
運
株
式
会
社

蒲
郡
カ
ン
パ
ニ
ー

蒲
郡
市
浜
町
二
十
一
番
地

蒲
郡
市
形
原
町
編
笠
二
七

市
川
漁
網
製
造
株
式
会
社

取
締
役
社
長　

市
川
克
之

蒲
郡
市
浜
町
八
九
番
地

株
式
会
社 

小
田
鐵
工

代
表
取
締
役　

小
田
洸
生

株
式
会
社     

蒲
郡
オ
レ
ン
ジ
パー
ク

代
表
取
締
役　

本
多
宏
亘

蒲
郡
市
清
田
町
小
栗
見
一

￤

九
三

蒲
郡
市
御
幸
町
二
十
八
番
一
〇
号

株
式
会
社 

蒲
郡
製
作
所

代
表
取
締
役　

伊
藤
智
啓

蒲
郡
市
竹
島
町
二
一
番
一
九
号

愛
知
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長　

大
竹
勝
俊

代
表
取
締
役
社
長　

大
竹
永
悦

蒲
郡
市
松
原
町
四
番
二
十
一
号

株
式
会
社 

一  

色  

屋

代
表
取
締
役　

高
須
一
緒

蒲
郡
市
三
谷
北
通
四
丁
目
八
十
一
番
地

音

部

株

式

会

社

代
表
取
締
役　

水
藤
晴
義

蒲
郡
市
竹
島
町
十
五

￤

一

蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役　

山
下
智
司

支

配

人　

長
神
友
昭

蒲
郡
市
港
町
十
八

￤

二
三

蒲
郡
石
油
業
協
同
組
合

理 

事 

長　

伊
藤
徳
郎

副
理
事
長　

平
野
長
一

副
理
事
長　

横
井
快
始

株
式
会
社
　
ア
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役　

今
井
正
樹

豊
橋
市
魚
町
四

￤

一

蒲
郡
市
宮
成
町
三
番
十
九
号

伊
藤
光
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

伊
藤　

寛

ガ
ス
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
三
河
支
社 

蒲
郡
営
業
所

取
締
役
支
社
長　

鈴
木
一
司

　

蒲
郡
市
港
町
二
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
三
三

￤

六
九

￤

一
三
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
三
三

￤

六
七

￤

七
一
九
七

蒲
郡
市
旭
町
四
番
七
号

蒲
郡
市
上
下
水
道
工
事
協
同
組
合

代
表
理
事　

牧
原
義
男

ホ
ー
ル
が
ま
そ
う

〒
四
四
三

￤

〇
〇
五
六

蒲
郡
市
神
明
町
十
四
番
十
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

︿
〇
五
三
三
﹀六
八

￤

二
四
四
四

蒲
郡
葬
具
有
限
会
社

代
表
取
締
役　

林　

晃
司

変
わ
り
種
え
び
せ
ん 

是
蔵

蒲
郡
市
三
谷
町
東
四
丁
目
三
番
地

有
限
会
社 

石
黒
商
店

代
表
取
締
役　

石
黒
裕
之

株
式
会
社　

ウ
ッ
ド
ワ
ン

　

東
海
製
造
部 

蒲
郡
工
場

取
締
役
部
長　

高
橋
雄
二

　
　
　

蒲
郡
市
浜
町
十
五
番
地

蒲
郡
市
形
原
町
港
町
一
五
五

カ
ネ
キ
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
康
仁

蒲
郡
市
商
店
街
振
興
組
合

連

絡

協

議

会

会　
　

長　

小
田
裕
己

蒲
郡
温
泉 

ホ
テ
ル
竹
島

取
締
役
社
長　

市
川
行
雄

取
締
役
相
談
役　

竹
内
康
彦

蒲
郡
市
清
田
町
上
中
郷
十
八

石
渡
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

社
会
保
険
労
務
士　

石
渡
委
津
子

蒲
郡
市
浜
町
十
二
番
地

江
間
忠
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
株
式
会
社

取
締
役
社
長　

中
野
喜
隆

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
六

￤

二
〇
二
一

蒲
郡
市
豊
岡
町
五
反
田
三
〇

￤

一

ガ
マ
カ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小
田
裕
慈

Ｊ

Ａ

蒲

郡

市

代
表
理
事
組
合
長　

鈴
木
茂
正

　
　
　

蒲
郡
市
宮
成
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
八

￤

六
六
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
六

￤

一
五
八
七

株
式
会
社  

蒲
サ
食
品

代
表
取
締
役
社
長　

尾
㟢
英
夫

蒲
郡
市
西
浦
町
川
東
三
一
番
地

電　

話 

〇
五
三
三（
五
七
）五
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
三
三（
五
七
）一
五
七
五

浜
條
清
明

取
締
役

カ
ン
パ
ニ
ー
長
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【名刺交換】
－順序不同－

蒲
郡
市
丸
山
町
四
番
三
八
号

株
式
会
社 

金
ト
ビ
志
賀

代
表
取
締
役　

志
賀
重
介

蒲
郡
市
形
原
町
東
中
畑
二
七

￤

三

株
式
会
社 

近
藤
鐵
工
所

取
締
役
社
長　

近
藤
昌
泰

鈴
中
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
康
仁

　
　
　

蒲
郡
市
浜
町
七
四
番
地

電
話　

六
八
｜
六
一
八
六
㈹

http://w
w

w
.suzunakakogyo.co.jp

中
部
電
力
株
式
会
社

蒲
郡
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所　
　

長　

原
田
裕
史

蒲
郡
市
宝
町
一
五

￤

一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
二
〇-

九
八
五-

六
一
二

日
新
化
成
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

山
本
英
夫

　
　

 

蒲
郡
市
浜
町
四
七
番
地

︿
〇
五
三
三
﹀六
八

￤

六
六
七
一

旬
景
浪
漫  

銀
波
荘

代
表
取
締
役　

大
浦
宗
久

蒲
郡
市
西
浦
町
大
山
二
十
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

五
七

￤

三
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

五
七

￤

一
五
一
九

蒲
郡
市
三
谷
町
六
舗
二
十
一
番
地

株
式
会
社 

サ
ン
ジ
ュ
堂
印
刷

代
表
取
締
役　

葊
中
康
人

蒲
郡
市
元
町
六

￤

一

株
式
会
社 

ス 

ヤ 

マ

代
表
取
締
役
社
長　

太
田
公
明

蒲
郡
市
宝
町
二
番
二
十
九
号

艶
栄
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

嶋
田
義
男

蒲
郡
市
浜
町
三
四
番
地

日
新
鋼
管
株
式
会
社

蒲
郡
工
場

工
場
長　

井
上
正
二

小
池
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

小
池
高
弘

　
　
　

蒲
郡
市
中
央
本
町
九
番
六
号

電　

話 

六
八

￤

五
一
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
九

￤

二
五
〇
五

蒲
郡
市
八
百
富
町
一
番
十
五
号

サ
ン
ロ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

榊
原
幸
博

蒲
郡
市
浜
町
三
六

積
水
ナ
ノ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

井
津
上
朋
保

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
八

￤

四
六
六
六

蒲
郡
市
豊
岡
町
中
村
一
番
地
の
一

東
京
製
綱
繊
維
ロ
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

松
本
好
憲

蒲
郡
市
拾
石
町
前
浜
三
四
番
地
一
四

株
式
会
社 

ニ
デ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長　

小
澤
素
生

http://w
w

w
.nidek.co.jp

蒲
郡
市
三
谷
町
上
野
二
四
・
二
五
合
併
地

公

大

株

式

会

社

代
表
取
締
役　

鈴
木
公
輔

蒲
郡
市
浜
町
八
十
八
番
地

新
日
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

宮
本
寿
孝

蒲
郡
市
拾
石
町
浅
岡
一

￤

二
九

株
式
会
社 

千 

賀 

屋

代
表
取
締
役　

千
賀
常
利

豊
橋
市
神
野
新
田
町
字
ル
ノ
割
三
三

－

三

株
式
会
社
ト
ー
ソ
ー

代
表
取
締
役
会
長　

加
藤
佳
洋

代
表
取
締
役
社
長　

加
藤
義
和

日
本
通
運
株
式
会
社
蒲
郡
支
店

支
店
長　

景
山
博
幸

蒲
郡
市
浜
町
七
三
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
九

￤

一
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
七

￤

四
六
三
二

蒲
郡
市
元
町
四
番
三
号

小

森

株

式

会

社

代
表
取
締
役
社
長　

市
川
博
章

中
日
新
聞

株
式
会
社 

鈴
木
新
聞
舗

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
康
仁

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
八

￤

四
二
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
七

￤

二
二
一
二

蒲
郡
市
港
町
二
番
五
号

竹
本
油
脂
株
式
会
社

取
締
役
社
長　

竹
本
元
泰

蒲
郡
市
元
町
四
番
三
号

豊
田
東
海
警
備
株
式
会
社

最
高
顧
問
創
業
者　

佐
々
木
義
祐

代
表
取
締
役
社
長　

酒
井
法
丈

代
表
取
締
役
副
社
長　

梅
田
重
則

蒲
郡
市
三
谷
町
九
舗
七
三

藤
浜
染
工
株
式
会
社

取
締
役
社
長　

藤
田
洋
一
郎

蒲
郡
市
元
町
十
二
番
一
号

株
式
会
社 

近
藤
製
作
所

代
表
取
締
役　

近
藤
茂
充

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
八

￤

六
一
五
六
㈹

蒲
郡
市
旭
町
七

￤

十
七

株
式
会
社 

鈴
木
文
具

代
表
取
締
役　

鈴
木
幹
夫

中
部
繊
維
ロ
ー
プ
工
業
協
同
組
合

理
事
長　

牧
原
孝
二
郎

副
理
事
長　

稲
葉
隆
志

蒲
郡
市
形
原
町
東
欠
ノ
上
三
九

￤

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

五
七

￤

五
一
三
八

額
田
郡
幸
田
町
大
字
六
栗
字
上
八
反
田
一
番
地

中
村
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

中
村　

仁

http://w
w

w
.nsgear.co.jp

蒲
郡
市
拾
石
町
東
浜
三
一
番
地
一
六

ホ
イ
テ
ク
ノ
物
流
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長　

青
木
良
浩

代
表
取
締
役
社
長　

加
藤
雅
仁

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
九 

・ 
三
二
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
八 

・ 
一
五
三
四
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【名刺交換】
－順序不同－

株
式
会
社 

松　
　

 

坂

代
表
取
締
役
社
長　

松
永
卓
士

蒲
郡
市
栄
町
六
番
十
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
三
三 

・ 

六
八 

・ 
七
二
二
七

株
式
会
社
三
谷
温
泉
ひ
が
き
グ
ル
ー
プ

三
谷
温
泉
ひ
が
き
ホ
テ
ル

松

風

園

代
表
取
締
役　

石
川
智
広

新
春
を
迎
え

平
素
の
ご
厚
情
を

深
謝
し
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　

蒲
郡
商
工
会
議
所

蒲
郡
市
三
谷
町
二
舗
五
六
番
地
の
一

丸
千
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

千
賀
昭
政

三
谷
温
泉
旅
館
振
興
協
同
組
合

代
表
理
事　

杉
山
和
弘

蒲
郡
市
三
谷
町
鳶
欠
十
四

￤
一

株
式
会
社
ミ
カ
ワ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役　

味
岡　

正

本
社　

蒲
郡
市
中
央
本
町
十
二

￤

七

工
場　
豊
川
市
御
津
町
佐
脇
浜
字
三
号
地
一￤

十
六

蒲
郡
市
旭
町
十
番
二
号

森

菊

株

式

会

社

代
表
取
締
役
社
長  

市
川
喜
英

三

河

信

用

組

合

理 

事 

長　

田
中
則
男

蒲
郡
市
神
明
町
一
二
番
二
〇
号

電　

話　

六
九

￤

一
三
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

六
九

￤

一
三
三
〇

蒲
郡
市
宝
町
三
番
十
二
号

山
八
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

鈴
木
俊
介

ひ
な
人
形
製
作

株
式
会
社　

三　
　

喜

代
表
取
締
役
社
長 

清
水
文
平

幸
田
町
大
字
坂
崎
字
広
野
七
八

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

名

古

屋

銀

行

愛

知

銀

行

蒲

郡

信

用

金

庫

西

尾

信

用

金

庫

豊

川

信

用

金

庫

岡

崎

信

用

金

庫

三

河

信

用

組

合

蒲
郡
市
農
業
協
同
組
合

蒲
郡
市
浜
町
九
四
番
地
の
四

ミ
ナ
ト
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

木
俣
順
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

六
八 

・ 

六
六
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
九 

・ 

七
二
二
六

蒲
郡
金
融
協
会
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申込書は事務局にありますので、お手元にない方は
一度、蒲郡商工会議所までお問合せ下さい。

蒲郡商工会議所学生就職情報センターよりお知らせ

≪お申込み･問合せ先≫　蒲郡商工会議所 学生就職情報センター　　TEL ： 0533−68−7171

～平成29年3月大学等卒業（見込）者の採用を予定されている皆さまへ～

合同企業説明会 東三河学生就職ＮＡＶI 2017

合同企業説明会の様子 ＷＥＢページ（見本）

■合同企業説明会のスケジュール[参加費：１回20,000円］

①地元企業合同会社説明会
　場所：蒲郡商工会議所

日時：平成28年3月19日（土）
　　  10:00 ～ 15:00

②合同企業説明会 No.1
　場所：ロワジールホテル豊橋

日時：平成28年3月23日（水）
　　  10:00 ～ 16:00

③合同企業説明会 No.2
　場所：ロワジールホテル豊橋

日時：平成28年4月26日（火）
　　  10:00 ～ 16:00

④合同企業説明会 No.3
　場所：ロワジールホテル豊橋

日時：平成28年5月24日（火）
　　  10:00 ～ 16:00

⑤合同企業説明会 No.4
　場所：ホテルアソシア豊橋

日時：平成28年7月21日（木）
　　  10:00 ～ 16:00

⑥合同企業説明会 No.5
　場所：ホテルアソシア豊橋

日時：平成28年9月29日（木）
　　  10:00 ～ 16:00

⑦合同企業説明会 No.6
　場所：ホテルアソシア豊橋

日時：平成28年11月9日（水）
　　  10:00 ～ 16:00

※ 上記②～⑦の合同企業説明会No.1 ～ No.6は豊橋･豊川･
蒲郡商工会議所,新城市･田原市商工会の共同開催です

■東三河学生就職ＮＡＶ I 2017申込要領

1.対象学生　 平成29（2017）年3月卒業見込の大学生等（大
学、短大、高専、各種専門学校）

2.公開期間　平成28年3月1日～平成29年2月末日
3.掲 載 料　35,000円（税込）
　　　　　　（掲載には本所会員であることが必要です）
4.申込期間　 平成28年1月19日（火）までが公開日当日より

掲載可能となる目安となります。
　　　　　　その後は公開期間中、随時受付します。
5.そ の 他
　・ 掲載に関する詳細については、お申込み後改めてご案内

いたします。
　・ 掲載企業の方が採用情報を直接入力･更新できるので最

新の情報を掲載することができます。
　・ 掲載内容は「ダイヤモンド就活ナビ2017」へも併せて掲

載いたします。複数媒体に掲載されることで、広範囲へ
の周知が期待できます。

　会場に各企業のコーナーを設け、学生に対し企業概要等
の説明･面談を行う合同企業説明会の来年の日程が下記
のとおり決定しました。
平成29年3月大学等卒
業（見込）者の採用を予
定されており、合同企
業説明会への参加を希
望される方は、平成28
年2月19日（金）までに
所定の参加申込書によ
りお申込み下さい。

　本所では、新卒大学生等（大学、短大、各種専門学校）の地元企業への就職と地域産業の人材確保を図るため、「学
生就職情報センター」を設置し、就職活動を支援しております。大学生等と地元企業との出会いの場をつくるための
合同企業説明会の開催や、インターネットによる地元企業概要・採用情報提供など各種事業を実施し、学生にも地元
企業にも活用されております。

　インターネットによる求人情報サイト『東三河学生就
職ＮＡＶＩ2017』の掲載企業の募集を以下の要領で行い
ます。掲載を希望され
る方は、平成28年1月
15 日（金）までに所定
の掲載申込書によりお
申込み下さい。

   加入申込み・お問合せは・・・
【 蒲 郡 商 工 会 議 所 】　TEL:0533-68-7171

経営者のための
退職金積立制度 小規模企業共済制度小規模企業共済制度

掛金は全額所得控除になるため
節税のメリットもあります
※加入資格は、従業員が20人以下（商業・
サービス業では5人以下）の個人事業主・
共同経営者及び会社役員

   加入申込み・お問合せは・・・
【 蒲 郡 商 工 会 議 所 】　TEL:0533-68-7171

取引先の突然の倒産時に
あなたを守る共済制度 経営セーフティ共済経営セーフティ共済

取引先が倒産時に、掛金総額の 10倍の範囲内で
無担保・無保証人で貸付けを受けられます

掛金は損金または必要経費に算入できるため
節税のメリットもあります
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　蒲郡商工会議所では、需要を見据えた
計画的な経営を伴走型で支援する「経営発
達支援計画」を作成し、平成27年11月17
日付けで経済産業大臣に認定されました。
　「経営発達支援計画」とは、小規模事業
者の事業の持続的発展を支援するため、

「小規模事業者支援法」に基づいて、商工
会及び商工会議所が作成する小規模事業
者の支援計画です。
　平成27年11月現在で、全国514の商工
会議所のうち、107商工会議所が認定され
ています。
　今後、蒲郡商工会議所では、地域に密着
した商工会議所の強みを生かして、小規模
事業者の身近な良き相談相手として、経
営状況の分析から事業計画の策定とその
着実な実行、販路開拓による売上増加・利
益確保に至るまで、伴走型の支援に取り
組んでまいります。

　あいち中小企業応援ファンドは、国（（独）中小企業基
盤整備機構）と県の資金に加え、地域の金融機関の資金
協力の下、（公財）あいち産業振興機構に基金を造成し、
その運用益で、地域資源を活用した中小企業の新事業展
開を支援することにより、本県地域経済全体の底上げを
図ることを目的としています。

①地域産業資源活用応援ファンド
　【助成対象者】
　 個別の小規模企業者、中小企業者、団体及び中小企業
　 者のグループ及び中小企業者の支援機関
　【助成対象分野・助成対象事業】
　 県内の地域産業資源を活用した新製品開発や販路拡
　 大などの新事業展開
　
　【助成限度額・助成率】

蒲郡商工会議所の経営発達支援計画が国の認定を受けました！

販路拡大・新商品開発を応援します！

～需要を見据えた計画的な経営を伴走型で支援します～

平成28年度あいち中小企業応援ファンド助成事業　～第1回募集のご案内～

ご相談はお気軽に！蒲郡商工会議所中小企業相談所 TEL：0533-68-7171

中小企業者

個別の中小企業者
・助成限度額：50万円以上300万円以内
・助成率：1/2以内
団体又は中小企業者のグループ
・助成限度額：50万円以上500万円以内
・助成率：1/2以内

小規模企業者 ・助成限度額：50万円以上100万円以内
・助成率：2/3以内

支援機関 ・助成限度額：100万円以上800万円以内
・助成率：2/3以内

小規模事業者を
伴走型で支援
小規模事業者を
伴走型で支援

地域経済動向調査
◆景況調査
◆ＬＯＢＯ調査

経営状況の分析
◆経営状況把握・分析
◆方向性の明確化・
　課題の抽出

事業計画の策定
◆経営戦略の検討
◆行動計画・目標設定策定後の実施支援

◆実行フォローアップ

需要動向調査
◆市場動向調査
◆顧客ニーズ・
　需要調査

新たな需要開拓
◆新規顧客の開拓支援
◆プロモーション支援

需要を見据えた
計画的な経営で
売上増加・利益確保

11

22

33

44

55

66

②モノづくり応援ファンド
　【助成対象者】
　 個別の小規模企業者、中小企業者、団体及び中小企業
　 者のグループ
　【助成対象分野・助成対象事業】
　 次世代成長産業分野及び地場産業分野での地域資源
　 を活用した新製品開発や販路拡大などの新事業展開 
　【助成限度額・助成率】
　 ・助成限度額：50万円以上500万円以内
　 ・助成率：1/2以内

③農商工連携応援ファンド
　【助成対象者】
　 個別の小規模企業者、中小企業者、団体及び中小企業
　 者のグループ
　【助成対象分野・助成対象事業】
　 あいち産業科学技術総合センターや愛知県農業総合
　 試験場等と連携して行う地域資源の農林水産物を活
　 用した新事業展開
　【助成限度額・助成率】
　 ・助成限度額：50万円以上500万円以内
　 ・助成率：1/2以内

■募集期間：平成28年1月5日（火）～ 2月5日（金）
■お申込み・お問合わせ
　（公財）あいち産業振興機構
　新事業支援部　地域資源活用・知的財産グループ
　TEL：052-715-3074　FAX：052-563-1438
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建設業　受注高が伸び悩みで厳しい状況。

卸売業　繊維卸は、産業資材関連で原油安・円安・生活
用品の値上げ等の原価上昇分を価格転嫁できず厳しい。
寝装関連では 7 ～ 8 月が高温続きで、夏物商材特に冷感
素材がよく動いた。在庫も整理され好調であった。衣料
関連は、春夏物は全般的にやや動きが鈍かった。秋冬物
の動きが例年に比べ早く、一部商材では動きが見られた。

小売業　消費意欲は低調で厳しい時期であった。石油等
その他小売は、原油価格は 7 月以降大幅に下落。2009 年
以来の低水準となった。

サービス業　旅館関係は夏休みの天候やシルバーウィー
クの影響で好調。インバウンド関係にも大きく動きがあ
り、宿泊者数ベースで昨年比を上回っている状況。

運輸通信業　貨物輸送は、三菱自動車の完成車輸出が好
調。鋼材の移入、海上コンテナ貨物の輸出も堅調であっ
た。

設備投資状況　34 事業所（47 件）で設備投資が実施され、
生産設備他に投資された。来期は 32 事業所（42 件）が
設備投資を計画している。

経営上の問題点　売上の停滞・減少、利幅の縮小、競争
激化、人手不足、原材料（燃料）高が項目別で上位を占
めていた。

　平成 27 年度第 2 四半期 (H27 年 7 ～ 9 月 ) の実績と、
平成 27 年度第 3 四半期 (H27 年 10 ～ 12 月 ) の見通しに
ついて景況調査を実施しました。概要は以下の通りです。
　　　　　　　　　　▽　　　　▽
　当地区において　水面下ではあるものの、前期に続い
て売上・収益・総合判断共に数値の改善が見られ、業種
別でも好調な業種が多く見られた。比較的安定した動き
の円相場、石油価格の下落、外国人旅行客の増加等のマ
クロ要因が下支えとする声も聞かれた。しかしながら、
消費意欲の抜本的な改善は見られず、景気回復までは道
半ばであるといえる。先行き不透明な中国景気動向も懸
念されるが、景気の好循環の波及による地域経済の持ち
直しが期待される。

概　　況
　全業種総合判断 DI 値（当期実績）は、前期比は△
11.3、前期実績（4 ～ 6 月△ 16.6）に比較すると 5.3 ポ
イントの上昇、改善の傾向が見られ、前年同期比では△
12.9、前期実績（4 ～ 6 月△ 13.5）と比較すると 0.6 ポイ
ントの上昇、改善の傾向が見られた。売上ＤＩ値につい
ては、前期比で△ 7.3、前期実績（4 ～ 6 月△ 21.8）に比
較すると 14.5 ポイントの上昇、改善の傾向が見られた。
収益ＤＩ値については前期比で△ 11.3、前期実績（4 ～
6 月△ 20.3）と比較すると 9.0 ポイントの上昇、改善の傾
向が見られた。総合判断来期（H27.7 ～ 9）見通しにつ
いては△ 3.2、今期の実績（全業種（当期実績）前期比 
△ 11.3）と比較する 8.1 ポイントの上昇であった。

◎ 全業種 DI 推移

製造業　食料品は原材料費の高騰を訴える企業が多い。
織物は、多重織りガーゼ素材で受注が順調であり稼働率
が高かった。ジャカードは深刻な状況。漁網 ･ ロープは
原材料価格が上昇。建築関係は好調も、土木、水産・漁
網関係は低調。鉄工のうち工作機械関係は補助金等の効
果もあり、6 ～ 7 月は堅調に推移も 8 月に落ち込んだ。
自動車関係はトヨタの国内日当たり生産は、新型車効果
もあり、7 月以降 1 万 3 千台水準で推移した。 化学 ･ プ
ラスチックのうち、中国経済の混乱による売上への影響
が懸念されたが予測より堅調に推移した。プラスチック
は売上高が、減少予測であったが好転。原材料価格は安
定しており、当初予測より利益率も上がった。

― 蒲郡商工会議所景況調査 ―

景気好循環の波及による
地域経済の持ち直しを期待

〔設備投資動向〕＜今期（H27.7 ～9月）設備投資実施状況  全業種＞

〔設備投資計画〕＜来期（H27.10 ～ 12月）設備投資計画  全業種＞
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　去る 11月 7・8月の二日間に亘って、「第 5回 全国ご当
地うどんサミット 2015 in蒲郡」を開催致しました。
　蒲郡市で二回目の開催となる今年は、会場を「みなとオ
アシスがまごおり（竹島ふ頭）」に移し、会期を二日間に
拡大。北海道から沖縄まで 28の出展者が集まり、あらゆ
る面で大会史上最大、冠に相応しい日本最大級のご当地
うどんイベントとして盛大に開催する事ができました。
　4万人を超えるご来場者の方々、市内外の学校・団体
等からお集まりいただいた二日間のべ 800名に迫るボラ
ンティアの方々、本大会運営にご協力いただいた全ての
皆様に、心より感謝申し上げます。有難うございました。

　11月28・29日と蒲郡市内で開催された「第8回 ノルディッ
クフィットネスフォーラム 2015in愛知がまごおり（ノル
ディックウォーキング全国大会）」の企画運営を行いまし
た。主管した地域活性委員会（来本健作委員長）らと大会
実行委員会（委員長：冨岡徹 名城大学教授）等が協力して、
全国 29都道府県から訪れた 400名の参加者に対するおもて
なしを通して蒲郡市の魅力に触れていただきました。

　去る 12月 9日、地域活性委員会（来本健作委員長）の企
画例会として、リニューアルされた「ボートレース蒲郡」
の特別ラウンジにて開催。全国 1、2を争う同場の売上が
当市の行財政にどう生かされているか学ぶと共に、新施設
の見学と競艇体験を実施しました。終了後は忘年会を兼ね
た懇親会を開催し、大いに盛り上がった一日となりました。

一 歩 前 へ
みんなで誇れる団体をめざして

11月第一例会「全国ご当地うどんサミット2015in蒲郡」
来場者41,000人。日本最大級のご当地うどん大会

11月第二例会「ノルディックウォーキング全国大会」
愛知る地「がまごおり」へようこそ

12月例会「競艇を知ろう」
競艇事業の概要を学び蒲郡市の地域活性につなげる

多くの参加者が集ったボウリング大会

次代を担う若手経営者たちへ　経営者として成功し、誇りある蒲郡を築くために
蒲郡商工会議所青年部　新入会員募集中！ー50歳までの経営者・後継者の方ー
お問い合わせは事務局まで　Tel : 0533-68-7171　Fax : 0533-68-0339　E-mail : yeg@gamagoricci.or.jp

注目のグランプリは初出場「北海道純雪うどん」が獲得!!

会員活性委員会（市川敏行委員長）企画した出展者懇親会も
蒲郡らしいアトラクションを交えて大盛り上がり!!

お客様に安心と安全を提供します。
弁理士（特定侵害訴訟代理業務可能）
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12
月
14
日
（
月
）、
本
所
の
小
池

高
弘 

会
頭
、
村
松
敏
夫 

専
務
理
事

が
蒲
郡
警
察
署
の
小
嶋
哲
也
署
長

を
訪
問
し
、
年
末
慰
問
激
励
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
愛
知
県
警
察
官
友

の
会
に
よ
る
年
末
特
別
警
戒
に
対

す
る
慰
問
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、

慰
問
品
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
贈

呈
後
、
市
内
の
近
況
に
つ
い
て
情

報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
嶋
署
長
か
ら
は
「
今
年
は
、
前

年
に
比
べ
る
と
事
件
の
発
生
数
が

か
な
り
減
っ
て
い
ま
す
。
更
な
る

防
犯
活
動
に
努
め
、
安
全
・
安
心

で
住
み
や
す
い
街
に
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
池
会
頭
か
ら
は
「
市
内
企
業

の
活
発
な
事
業
活
動
や
観
光
の
街

蒲
郡
と
し
て
は
、
安
全
で
安
心
な

こ
と
は
重
要
な
事
で
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
し

た
治
安
維
持
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蒲
郡
の
繊
維
業
界
の
祭
典
「
テ
ッ

ク
ス
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５
ミ
カ
ワ
」

が
、
11
月
20
日
（
金
）
～
11
月
21
日

（
土
）
の
２
日
間
、
蒲
郡
商
工
会
議

所
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
蒲
郡
市
、
蒲

郡
商
工
会
議
所
、
三
河
繊
維
産
元
協

同
組
合
、三
河
織
物
工
業
協
同
組
合
、

東
三
河
染
色
協
同
組
合
、
中
部
繊
維

ロ
ー
プ
工
業
協
同
組
合
が
共
催
し
、

三
河
産
地
の
繊
維
産
業
の
活
性
化
に

向
け
た
繊
維
総
合
展
示
会
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
ジ

ョ
イ
ン
」。「
人
と
人
」、「
人
と
繊

維
」、「
人
と
体
験
」
が
笑
顔
で
出
逢

い
、
繋
が
る
こ
と
で
、
新
し
い
「
モ

ノ
」
が
創
出
さ
れ
る
、「
参
加
し
て

楽
し
む
、
人
が
つ
な
が
る
テ
ッ
ク
ス

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
で
は
三
河

産
地
企
業
に
よ
る
開
発
製
品
の
展
示

の
他
、「
こ
ん
な
繊
維
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
」
ブ
ー
ス
で
は
、
蒲
郡
市
内

の
小
学
５
年
生
が
考
え
た
自
由
な
発

想
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ア
イ
デ
ア
作
品

３
８
８
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
河
産
地
の
工
場
見
学
ツ

ア
ー「
産
地
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
」

で
は
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生

産
現
場
を
巡
り
、
改
め
て
産
地
を
体

験
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
蒲
郡
市
生
命

の
海
科
学
館
で
は
、
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が

行
わ
れ
、
三
河
木
綿
の
手
織
り
体
験

や
し
ぼ
り
染
め
体
験
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ

ン
で
ハ
ン
カ
チ
を
つ
く
る
縫
製
体
験

な
ど
で
繊
維
を
よ
り
身
近
に
楽
し
み

ま
し
た
。

　

11
月
21
日
（
金
）
に
は
、
繊
維
ニ

ュ
ー
ス
編
集
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
代

理
の
吉
田
武
史
氏
を
講
師
に
産
地
活

性
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
国
内
の

産
地
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
趣
味
と
ふ
れ
あ
い
の
手

工
芸
展
で
は
、
暖
か
み
溢
れ
る
製
品

の
展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
、
毎
年
好

評
の
産
地
バ
ザ
ー
ル
で
は
、
地
元
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
産
地
な
ら
で
は
の
品

揃
え
と
、
お
値
打
ち
価
格
に
早
い
時

間
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

愛
知
工
科
大
学
か
ら
蒲
郡
商

工
会
議
所
に
同
大
学
の
共
通
教
養

科
目
「
現
代
社
会
の
経
済
と
経

営
」
に
つ
い
て
の
講
義
依
頼
が
あ

り
、
蒲
郡
市
の
産
業
界
を
代
表
し

て
、
蒲
郡
鉄
工
会
会
長
で
本
所
常

議
員
の
近
藤
昌
泰
氏
（
㈱
近
藤
鐵

工
所 

代
表
取
締
役
社
長
）
が
、
講

師
と
し
て
去
る
平
成
27
年
12
月
10

日
（
木
）
に
同
大
学
で
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
生
等
約
80
名
の
前

で
「
蒲
郡
の
企
業
と
中
小
企
業
経

営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

社
の
例
を
交
え
な
が
ら
大
企
業
に

は
な
い
中
小
企
業
の
良
さ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
蒲
郡
市
の

企
業
へ
の
就
職
も
呼
び
か
け
る
な

ど
、
近
藤
常
議
員
の
「
思
い
」
が

語
ら
れ
、
受
講
生
も
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

近
藤
昌
泰
常
議
員
が

愛
知
工
科
大
学
で
講
義

講師の近藤常議員

小
池
高
弘 

会
頭
が

蒲
郡
警
察
署
へ
年
末
慰
問

激
励
を
い
た
し
ま
し
た

第
61
回 

三
河
産
地
の
繊
維
総
合
展
示
会

テ
ッ
ク
ス
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５
ミ
カ
ワ
開
催
し
ま
し
た

株式会社 アクティー
交通ルールを守りましょう

http://www.acty-info.com
E-mail：info@acty-info.com

－Agreement Creation Trust  調和と創造と信頼－

■本社  豊橋市東光町7番地の1

☎0532-65-8080
■蒲郡オフィス  蒲郡市宝町9番2号セントラルビル2F

☎0533-69-2228

総合人材
ビジネス

人材の流動化とアウトソーシングは
総合人材ビジネスのアクティーから

・人材派遣  ・紹介予定派遣 
・職業紹介（正社員）・各種生産工程請負受託
・労務管理/コンサルティング ・介護デイサービス

♦人事システムの効率化
♦企業の合理化をお手伝い
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　愛知県内の特定の産業に適用される７業種の特定最低
賃金について、平成27年12月16日から改定されています。
　このため、既に10月1日に改正されている「愛知県最
低賃金」と併せ、愛知県の最低賃金（時間額）は次のと
おりとなります。

　平成28年7月「海の日」を中心に、「海フェスタ東三河」
が開催されます。この度、実行委員会では、開催地であ
る東三河8市町村（豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・田
原市・設楽町・東栄町・豊根村）の魅力を全国に発信す
るため、民間団体等が自主的かつ主体的に実施する「海
フェスタ東三河」の基本理念に沿った協賛イベントを募
集します。

対　　象：�①企業、公益法人、5人以上の者で組織され
ている市民団体
②その他実行委員会会長が適当と認める者
※営利を主たる目的としたイベント、宗教的、
政治的活動及び実行委員会が不適当と認める
イベントは対象外とします。その他、協賛イ
ベントの条件については、必ずホームページ
をご覧ください。

協賛内容：�実行委員会が行う広報活動（ホームページ・
印刷物等）を通じてイベントのＰＲを行いま
す。実施にかかる経費の助成はありません。

募集期間：平成27年12月1日～平成28年4月15日（必着）
申込方法：�「海フェスタ東三河協賛イベント申込書」に

必要事項を記載し、郵送にてお送りください。
申込書は、豊橋市役所みなと振興課のホーム
ページからダウンロードしてください。

■お申込み・お問合わせ
　〒441-8075　豊橋市神野ふ頭町3-29
　海フェスタ東三河実行員会事務局

（豊橋市役所みなと振興課内）
　TEL：0532-34-6070
　HP：http://www.city.toyohashi.lg.jp/2877.htm

■お問合わせ　愛知労働局　労働基準部賃金課
　　　　　　　TEL：052-972-0257

愛知県最低賃金改正のお知らせ愛知県最低賃金改正のお知らせ 海フェスタ東三河
「協賛イベント」募集!!

最低賃金名 時間額 発行日
（地域最低賃金）

愛知県最低賃金 820円 平成27年
10月1日

（特定最低賃金）
愛知県製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業 912円

平成27年
12月16日

愛知県はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製造業 882円

愛知県計量器・測定器・分析機
器・試験機、光学機械器具・レン
ズ、時計・同部分品製造業

841円

愛知県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業 852円

愛知県輸送用機械器具製造業 890円
愛知県各種商品小売業 823円
愛知県自動車（新車）小売業 873円

　雇用形態の多様化を始めとする労働環境の変化な
どを背景に、職場における労務トラブルは依然とし
て高い頻度で発生しています。本講座では労働契約
における基本原則を確認し、こうした基本を踏まえ
て労務トラブルを未然に防ぐ対策や起こってしまっ
た場合の対処方法を考えていきます。
日　時：平成28年1月27日（水）13：30 ～ 16：30
場　所：愛知県東三河総合庁舎　２階大会議室
対象者：事業主、人事労務担当者
　　　　その他関心のある方
テーマ：労働契約の基本原則を学ぼう！
　　　　～労務トラブルに無縁の
　　　　　　　　ホワイト企業をめざして～
講　師：㈱ビジネスリンク 代表取締役 西川幸孝氏 ほか
申込締切：平成28年1月20日（水）

■お申込み・お問合わせ
　愛知県東三河総局企画調整部産業労働課
　TEL：0532-54-2582　FAX：0532-54-7239

労働講座のご案内労働講座のご案内
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■お問合せ　会館担当　℡ 0533-68-7171　

会議室等利用料
■会議室利用料金表（会員）           （単位：円  消費税込）

■設備・備品利用料金表
設備・備品名称 利用料金

音響システムA 2,700

音響システムB（ホールB専用） 2,160

常設プロジェクター 3,240

常設スクリーン 2,160

ワイヤレスアンプ 540

レクチャーアンプ 1,080

プロジェクター 2,160

スクリーン 540

TVモニター 1,080

BDプレーヤー 1,080

DVDプレーヤー 1,080

VHSプレーヤー 1,080

音響システムC（特別会議室1専用） 3,780

音響システムD（イベントホール専用） 2,160

金屏風 2,160

インターネット接続 2,160

追加机（当日空室のある場合） 270

追加椅子（3脚）（当日空室がある場合） 270

■設営撤収時間・料金表

会議室等名称
設　営 撤　収 設営・撤収

時　間 料　金 時　間 料　金 時　間 料　金

コンベンションホール 1時間15分 1,350 45分 810 2時間 2,160

コンベンションホールA 45分 810 30分 540 1時間15分 1,350

コンベンションホールB・イベントホール 30分 540 20分 270 50分 810

201会議室・205会議室 15分 270 15分 270 30分 540

202.203/203.204会議室一括 15分 270 15分 270 30分 540

202.203.204会議室一括 30分 540 20分 270 50分 810

会議室等名称
料金
区分

利用料金

午　前
9:00 ~12:00

午　後
13:00 ~17:00

夜　間
18:00 ~ 22:00

コンベンション
ホール

平日 23,220 25,650 28,350

休日 27,860 30,780 34,020

コンベンション
ホールA

平日 17,010 18,630 20,520

休日 20,410 22,350 24,620

コンベンション
ホールB

平日 9,180 10,260 11,340

休日 11,010 12,310 13,600

101会議室
平日 2,700 3,240 3,510

休日 3,240 3,880 4,210

201会議室
平日 4,590 5,130 5,670

休日 5,500 6,150 6,800

202/203/204
会議室

平日 3,240 3,510 4,050

休日 3,880 4,210 4,860

202.203/203.204
会議室一括

平日 5,670 6,480 7,290

休日 6,800 7,770 8,740

202.203.204
会議室一括

平日 7,560 8,640 9,450

休日 9,070 10,360 11,340

205会議室
平日 4,050 4,590 5,130

休日 4,860 5,500 6,150

イベントホール
平日 9,180 10,260 11,340

休日 11,010 12,310 13,600

特別会議室1
平日 12,960 14,310 15,930

休日 15,550 17,170 19,110

特別会議室2
平日 4,590 5,130 5,400

休日 5,500 6,150 6,480

301会議室
平日 2,700 3,240 3,510

休日 3,240 3,880 4,210

コンベンションホール

蒲郡商工会議所会館では、少人数での打合せや大規模な集会、商品
展示会など様々な用途にご利用いただけます。また、音響・映像・
会議システムなど各種機器を取り揃えて、会員各位のご利用をお待
ちしております。お気軽にお問い合わせ下さい。

（単位：円  消費税込）

（単位：円  消費税込）

201会議室 特別会議室1
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言
葉
の
力

武
田  

双
雲 

／

　
　
　
　
　

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

　

１
９
７
５
年

熊
本
生
ま
れ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
天
地
人
」

の
題
字
な
ど
を

揮
毫
。
日
テ
レ

「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」な
ど
多

数
の
メ
デ
ィ
ア

出
演
。
著
書
に

『
上
機
嫌
の
す
す

め
』な
ど
が
あ
る
。

 

「『
ジ
ビ
エ
で
地
域
お
こ
し
』
も

全
国
競
争
の
時
代
へ
」

　

山
間
部
の
多
い
日
本
で
は
、
全
国

各
地
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
、
林
業
資
源
の
獣
害
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
敵
で
あ

る
猟
師
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
こ

れ
ら
の
動
物
が
増
え
た
原
因
の
一
つ

で
す
。
環
境
省
に
よ
れ
ば
狩
猟
免
許

を
持
つ
人
の
数
は
１
９
７
５
年
に

は
51
万
８
０
０
０
人
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
年
に
は
18
万
１
０
０
０

人
と
大
き
く
減
少
。
そ
の
う
ち
60

歳
以
上
が
65
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１
９
７
５
年
時
点
で
は
60
歳
以
上
は

１
割
に
も
満
た
な
い
状
態
で
し
た
か

ら
、“
現
役
の
猟
師
”
は
高
齢
化
が

進
み
、
人
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

農
作
物
の
保
護
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
貴
重
な
食
材
の
資
源
と
し
て
利

用
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
全
国
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
用
語
だ
っ
た
ジ
ビ
エ
と

い
う
言
葉
も
あ
ち
こ
ち
で
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
で
先
進
的
な
の
は

エ
ゾ
シ
カ
で
知
ら
れ
る
北
海
道
。
シ

カ
を
食
べ
る
こ
と
が
定
着
し
て
お

り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
札
幌
市
内
の
ス

ー
パ
ー
で
エ
ゾ
シ
カ
の
肉
が
売
ら
れ

る
ほ
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
ロ
ー
ソ
ン
と
組
ん
で
、
地

元
の
ホ
テ
ル
が
監
修
し
た
弁
当
類
を

発
売
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
だ
っ
た
た

め
そ
の
後
も
何
度
か
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
有
名
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
滋
賀
県
で
は
、
カ
レ

ー
店
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋
を
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
運
営
す
る
会
社
が
２
０
１
０

年
か
ら
シ
カ
カ
レ
ー
を
店
舗
で
出
す

と
と
も
に
、
レ
ト
ル
ト
食
品
と
し
て

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
三
重
県
、
島

根
県
、
和
歌
山
県
な
ど
、
全
国
各
地

で
こ
う
し
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

県
を
挙
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
長
野
県
。
長
野
県

で
は
信
州
ジ
ビ
エ
と
い
う
名
称
を
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
べ
く
、
東
京
の
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
組
ん
で
鹿

肉
を
使
っ
た
商
品
を
東
京
で
販
売
す

る
企
画
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
食
材
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
る
高
知
県
。
11
月
７
、

８
日
に
は
高
知
県
地
産
外
商
公
社

が
企
画
し
て
、
都
会
の
女
性
客
を

対
象
に
し
た
狩
猟
や
ジ
ビ
エ
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ジ
ビ
エ
が
地
域
産
業
と

し
て
定
常
的
に
成
立
す
る
た
め
に

は
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り

ま
す
。
珍
し
さ
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

向
く
な
ど
の
機
能
性
だ
け
で
な
く
、

本
当
に
お
い
し
い
か
ど
う
か
が
問

題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
猟
師
、
解
体

処
理
施
設
、
料
理
人
が
三
位
一
体

と
な
っ
て
供
給
体
制
を
つ
く
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ば
や
く
丁
寧
に
処
理
さ
れ
た

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
本
当
に
お
い

し
い
も
の
で
す
が
、
松
坂
牛
や
近

江
牛
、
伊
万
里
牛
な
ど
と
同
じ
よ

う
な
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
ジ
ビ
エ
を

提
供
で
き
る
か
ど
う
か
。
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
人
材
育
成
に
地
域
ぐ
る

み
で
ど
れ
だ
け
取
り
組
め
る
か
が

勝
負
で
し
ょ
う
。
各
地
に
似
た
よ

う
な
地
域
資
源
が
あ
る
ゆ
え
に
、

今
後
数
年
の
取
り
組
み
の
本
気
度

が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
持
っ
て
い

け
る
か
ど
う
か
の
鍵
に
な
り
そ
う

で
す
。日

経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

 

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

「
丁
寧
」

丁
寧
と
い
う
と
、
ス
ピ
ー
ド
が
ゆ
っ
く
り
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

じ
つ
は
長
い
目
で
見
る
と
、丁
寧
は
、も
っ
と
も
速
い
の
で
す
。

丁
寧
と
は
、
動
作
だ
け
で
な
く
、
豊
か
さ
で
あ
ふ
れ
た
心
で

ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

　
　
　

 　

  　

 　
　
　

書
道
家　

武
田　

双
雲
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「
内
需
が
経
済
好
循
環
持
続
の
カ
ギ

　

-

賃
金
と
設
備
投
資
は

な
ぜ
増
え
な
い
の
か
‐
」

　

中
国
経
済
の
成
長
鈍
化
が
世
界
経
済

に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
日
本
の
実
質

成
長
率
は
４
～
６
月
期
、
７
～
９
月
期

と
２
四
半
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
と

な
っ
た
が
、
そ
の
主
因
は
輸
出
の
失
速

で
あ
る
。
中
国
経
済
が
今
後
さ
ら
に
悪

化
す
る
と
は
見
込
ま
れ
な
い
も
の
の
、

現
在
の
よ
う
な
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く

と
見
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
輸
出
の
伸
び
が
期
待
で

き
な
い
下
で
、
日
本
経
済
が
成
長
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
内
需
を
着
実

に
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
内
需

の
鍵
を
握
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

企
業
の
設
備
投
資
と
個
人
消
費
で
あ

る
。

　

幸
い
、
大
企
業
の
収
益
は
過
去
最
高

水
準
に
達
し
て
い
る
。
収
益
拡
大
を
反

映
し
て
配
当
性
向
の
引
き
上
げ
は
も
と

よ
り
、
日
本
企
業
に
よ
る
海
外
企
業
の

Ｍ
＆
Ａ
も
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

企
業
の
設
備
投
資
や
研
究
開
発
投
資
、

あ
る
い
は
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
へ
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
の
動
き
は
総
じ
て
低

調
だ
。
こ
れ
を
反
映
し
て
、
企
業
の
手

元
の
現
預
金
な
ど
の
増
加
が
続
い
て
い

る
。

　

企
業
の
保
有
す
る
設
備
は
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
更
新
投
資
で
あ
っ
て

も
省
エ
ネ
・
省
力
化
な
ど
を
通
じ
た
生

産
性
向
上
の
効
果
は
大
き
い
は
ず
で
あ

る
。
実
際
、
大
企
業
の
年
度
初
め
の
設

備
投
資
計
画
は
２
桁
に
達
し
て
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
の
設
備
投

資
は
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
賃
金
は
過
去
２
年
間
上
昇
し

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
企
業
収
益
の
大

幅
な
伸
び
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
伸
び
は

低
く
、
結
果
的
に
労
働
分
配
率
の
低
下

が
続
い
て
い
る
。

　

な
ぜ
企
業
収
益
の
伸
び
に
比
べ
て
、

設
備
投
資
や
賃
上
げ
の
動
き
は
鈍
い
の

だ
ろ
う
か
。
企
業
経
営
者
が
い
ま
だ
に

デ
フ
レ
・
マ
イ
ン
ド
を
引
き
ず
っ
て
い

る
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
企
業
経
営

が
外
部
環
境
の
変
化
に
敏
感
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
回
も
、

中
国
シ
ョ
ッ
ク
が
企
業
の
マ
イ
ン
ド
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
で
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
な
ど
の
物
差
し
で

見
た
日
本
企
業
の
収
益
力
は
ま
だ
高
い

と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
借
入
な
ど
で
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か

せ
る
わ
け
で
も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
を
貯
め
込
む
ば
か
り
で
は
、

収
益
力
の
向
上
は
望
め
な
い
。
株
主
、

と
り
わ
け
海
外
の
株
主
か
ら
見
れ
ば
、

日
本
企
業
の
経
営
努
力
は
十
分
と
は
い

い
難
い
の
で
は
な
い
か
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
そ
う
し
た
経
営
ス
タ
ン
ス
は
市
場

か
ら
の
批
判
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。
し

か
し
日
本
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
ま
だ
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
企
業
経
営
者
が
四

半
期
ご
と
の
決
算
な
ど
目
先
の
利
益
に

一
喜
一
憂
し
、
将
来
の
収
益
を
左
右
す

る
成
長
力
強
化
の
た
め
の
市
場
開
拓
や

投
資
を
な
お
ざ
り
に
す
る
よ
う
な
、
近

視
眼
的
な
経
営
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
、
政
府
は
企
業

に
対
し
再
三
に
わ
た
っ
て
賃
上
げ
を
要

請
し
て
き
た
。
さ
ら
に
官
民
対
話
な
ど

を
新
た
な
対
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
つ
く

っ
て
、
設
備
投
資
拡
大
も
求
め
て
い
る
。

政
府
の
企
業
部
門
に
対
す
る
こ
う
し
た

干
渉
は
、
深
入
り
し
過
ぎ
で
あ
る
と
の

批
判
も
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
財

政
健
全
化
を
進
め
る
た
め
に
消
費
税
を

引
き
上
げ
て
個
人
に
負
担
を
求
め
る
一

方
で
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に
法
人
税

の
引
き
下
げ
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
企
業
部
門
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
企
業
部
門
か
ら
は
、
一
層

の
法
人
税
引
き
下
げ
や
投
資
減
税
、
規

制
緩
和
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
政
府
と
し
て
は
、
消
費
増
税
の
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
低
所
得
層
や
子

育
て
層
へ
の
支
援
な
ど
、
家
計
へ
の
配

慮
も
欠
か
せ
な
い
。

　

企
業
経
営
者
が
政
府
に
対
し
て
経
営

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求

め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

経
済
環
境
の
良
し
悪
し
や
政
府
の
環
境

整
備
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
、
独
自
の
リ

ス
ク
判
断
で
投
資
を
す
る
の
が
企
業
経

営
者
の
姿
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
企
業
経

営
者
に
、
現
状
の
収
益
に
甘
ん
ず
る
こ

と
な
く
、
一
層
の
生
産
性
向
上
と
将
来

の
収
益
力
拡
大
に
向
け
た
努
力
を
求
め

た
い
。

（
12
月
１
日
執
筆
）

　

 

日
本
総
合
研
究
所

 

理
事
長　

高
橋　

進
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◆2月の商工相談日◆ ◎相談は無料です。
　担当の都合により、日時を変更する場合もありますので事前にご確認下さい。（TEL：0533-68-7171）

相 談 相 談 日 担 当 相 談 相 談 日 担 当

経 営 16日㈫   予約制
10：00～12：00

蒲信経営相談センター
中小企業診断士 税 務 9日㈫

13：00～16：00
東 海 税 理 士 会
豊 橋 支 部

金

融

日本政策金融公庫
国 民 生 活 事 業

18日㈭   予約制
10：00～12：00

日本政策金融公庫
豊 橋 支 店 特 　 　 許 26日㈮

13：00～16：00 尾 崎 弁 理 士

日本政策金融公庫
中 小 企 業 事 業 随時開催  予約制 日本政策金融公庫

岡 崎 支 店 登 記 測 量 12日㈮
13：00～16：00

司 法 書 士
土地家屋調査士

愛知県信用保証協会  19日㈮  予約制
13：00～16：00

愛知県信用保証協会
東 三 河 支 店

下 請 取 引
あ っ せ ん 随時開催  予約制 （公財）あいち産業

振 興 機 構

法  　   律 3日㈬  予約制
13：00～16：00 坂 口 弁 護 士 年 　 　 金 12日㈮・25日㈭

9：30～15：30 豊橋年金事務所

法律相談の予約は相談日の2週間前より開始いたします。
年金相談は12時～13時は休憩となります。
労働保険、小規模企業共済、経営セーフティ共済等の相談は随時行っています。

　当店は、1929年に創業し、
86年になります。多くの酒屋
が店を閉じる中、その時々に
対応して商いを続けて来まし
た。お酒の話をしながら、ゆ
っくりとお酒を選んでいただ
けるように心がけています。

　

　 創業100年をめざして自社ブランドの日本酒を造りま
した。＜純米大吟醸　　＞です。
　　　 は純米大吟醸酒です。加水をしない原酒ですので
アルコール分は17度で少し高めです。香りよくコクがあ
り、キレのいいやや辛口のお酒に出来あがりました。

　12月に火入れをしない生原
酒で販売し、3月には火入れ酒
で販売します。720mlと1.8ℓがありますが、いずれも本
数が少ない為、お早めにお買い求めください。

　四季の変化のある日本ならではのお酒が日本酒です。
日本酒は、こうじで米のデンプンを糖化させ、それを酵母
の力で、アルコール発酵させたもの。これを世界でも珍
しい並行複発酵と言います。きわめて巧妙、複雑な仕組
みによって造られるのが日本酒です。その製法を知れば、
日本酒への興味はもっと深まるに違いありません。

　まん天やでは蒲郡みかんワインを
はじめ、日本酒以外も販売していま
す。ワインについては、試飲会に出席
し味をみて仕入れしています。11月
のボジョレー・ヌーヴォーは、ほかの
店ではほとんどない「樽からの量り売

り」を8年間続
けています。
　日本酒もワイ
ンも品質管理に
気を使い、おいしい状態でお客様に
呑んで頂けるよう努力しています。

まん天や ～㈲万木村屋～

新商品の開発や店舗改装などをPR出来ます。掲載を
希望される事業所は、本所広報担当までご連絡下さい。
　掲載対象：PRしたい情報のある事業所
　掲 載 数：1 ～ 2事業所
　掲 載 料：無料
　お問合せ：蒲郡商工会議所 広報担当

TEL  0533‐68‐7171

『会員ニュース』掲載事業所募集中 !!

創業100年をめざして！＜純米大吟醸　　＞
自社ブランドの日本酒を造りました！

蒲郡市元町にある昔ながらの酒屋です。

　　関谷醸造吟醸工房で自社ブランドのお酒

「純米大吟醸　　」を造ってきました。

日本酒の話を少し

【事業所情報】
事業所名： まん天や（有限会社万木村屋）
所 在 地： 蒲郡市元町 10-8 
代表者名： 木村　進
電話番号： 0533-68-2417
FAX番号： 0533-68-2417
定 休 日：日・月
営業時間： 10:00 ～ 19:20

会 員 ニ ュ ー ス

～ 読者の方へメッセージ ～


